
 

 

 

 

 

 

 

 

Q１ この仕事は，誰のために，何をするのですか？ 

Q２ この仕事に，私たちの税金がどのように使われていますか？ 

Q３ この仕事が行われることによるメリットは？ 

Q４ この仕事はいつから始まり，また，見直しなどを行いましたか？ 

ふるさと納税制度は，寄附者が自分の意思で自身のふるさとや応援し

たい自治体に寄附をするものです。 

この制度を活用して，三原の魅力ある返礼品などを多くの人に知って

もらうこと，三原を応援してくれる人を増やすこと，寄附額をアップす

ることをめざしています。 

いただいた寄付金は，三原のまちや市民のために，市役所の事業の財

源として活用します！ 

ふるさと納税制度を運用するために必要となる返礼品代やポータルサ

イト利用料などの経費は，基本的に寄附金から支出しています。 

 メリットは，ふるさと納税を通じて，三原の知名度やイメージの向上

につながることです。 

 また，寄附金を活用して市役所が事業を実施することで，市民生活や

市民サービスの向上にもつなげます。 

三原市でのふるさと納税制度の活用は，平成 20 年度から始めました

が，当時は，返礼品のカタログを作成・配布し，寄附を受け付けていま

した。 

平成 27 年度からは現在と同様に，返礼品を掲載するポータルサイト

を利用し寄附を受け付ける運用に変更しました。平成 27 年度時点で

は，1 つのポータルサイトのみで運用していましたが，多くの人に返礼

品を見てもらう機会を増やすため，現在は 7 つのポータルサイトを利

用し運用しています。 

事業名：ふるさと納税推進事業 

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 
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（ ）

上位施策事業名 6-2-1　戦略的・効果的な情報発信 担当局・部名 経営企画部

令和４年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 ふるさと納税推進事業 事業開始年度 平成20年度

根拠法令等 地方税法 担当課･係名 広報戦略課

事務区分 自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 三信 裕司

％

実施方法

直接実施

業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

実施の背景

　ふるさと納税制度は，寄附者が自らの意思で自身のふるさとや応援したい自治体に寄附を行うものである
が，近年は，一部の自治体が多額の寄附金を獲得し，三原市を含む多くの自治体では税収が減少（翌年度
の住民税で税額控除）している状況である。
　このため，この制度が続く限り，市内の寄附流出を抑制することは困難であることから，市外からの寄附を
獲得し，本市の事業費の財源確保が必要である。

目　的
（何をどうしたいのか）

　市外の人へ三原の魅力ある返礼品（地場産品・体験型観光商品）や，応援したいと思わ
れる寄附金を活用した事業を情報発信することで，寄附額の拡大につなげるとともに，三
原の知名度やイメージを向上させる。
　また，寄附金を市民に還元するため，三原市の夢ある未来づくりに資する寄附金活用事
業を実施し，市民生活の向上につなげる。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

市民及び市外の人
対象者数（全住民に対する割合）

人

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

返礼品の開発・調達・発送等 42,759
千
円

返礼品登録数

返礼品掲載ポータルサイトの導入・活用 6,128

千
円

千
円

千
円

サイト数

千
円

関連事業
（同一目的事業等）

コ
ス
ト

令和4 年度（予算） 令和3 年度(決算見込み) 令和2 年度(決算) 平成31 年度(決算)

事
業
費

事業費合計 75,533 千円 48,887 千円 38,789 千円 22,189 千円

事業費内訳
（令和3年度分）

消耗品費　3千円
郵便料　　22千円
ふるさと納税事務取扱手数料（決済手数料・サイト利用料）　6,128千円
ふるさと納税事務委託料（返礼品代・事務代行委託料等）　 42,734千円

人
件
費

担当正職員 1.25 人 7,500 千円 3,000 千円 0.50

千円 0.25

人 3,000 千円0.50 人 3,000 千円 0.50 人

人 438 千円

人件費合計 1.25 人 7,500 千円

人 438 千円 人 0臨時職員等 人 0 千円 0.25

3,000 千円 0.75 人 3,438 千円0.75 人 3,438 千円 0.50 人

千円 25,627 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円

総事業費 83,033 千円 52,325 千円 41,789

その他特財
75,533 千円 48,887 千円 38,789

財源合計 83,033 千円 52,325 千円

千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 22,189 千円

その他特財の内容 ふるさと納税寄附金

一般財源 7,500 千円 3,438 千円 3,000 千円 3,438 千円

41,789 千円 25,627 千円

事業番号５
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令和４年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 ふるさと納税推進事業 事業開始年度 平成20年度

事業番号５

年度 平成31 年度

返礼品登録数 件 388/400 235/300 147/200

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 令和3 年度 令和2

11.3

返礼品掲載ポータルサイト数 サイト 7/- 5/- 2/-

/ / /

事
業
実
績

年度 令和2 年度 平成31 年度

ふるさと納税による寄附額 千円 104,352/100,000 86,441/100,000 51,065/100,000

/ / /

単位当たりコスト 総事業費 ／ 寄附受付件数 千円

活動実績

9.1 9.4

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　寄附額の拡大に向けて，返礼品やポータルサイトを増やすなどの取組により，令和３年度には当
初から目標額としていた１億円を達成することができた。
　しかし，この額はあくまでも通過点であると考えており，今後も寄附額を伸ばしていくために
は，これまでの取組に加え，①寄附単価を上げるための高額返礼品の開発，②商品のバリエーショ
ンの拡大，③ポータルサイトのブラッシュアップ（画像・説明文の改善），④効果的なＰＲなどの
取組が必要である。
　また，寄附金を活用して市民生活の向上に努めるとともに，継続して市外の人から三原市を応援
してもらうために，魅力的な寄附金活用事業の実施とその情報発信にも重点的に取り組む必要があ
る。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

【令和２年度実績】
○尾道市　　13,259件　327,932千円
○福山市　 　3,704件　159,034千円
○東広島市　 2,602件　114,578千円
○竹原市　　 4,128件　 63,477千円

特記事項

ふるさと納税による寄附件数 件 5,726/5,000 4,456/5,000 2,269/5,000

ふるさと納税寄附金を活用した事業費 千円 25,845/- 18,771/- 9,970/-

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　返礼品及びポータルサイトを拡充し，返礼品を多くの人に見てもらう機会を増やすこと
で，寄附額及び寄附件数の拡大につなげ，この寄附金を市民へ還元するため，本市の「子
どもたちの健やかな成長を応援する」「ふるさと三原の自然環境を守る」「三原市の夢あ
る発展」に資する事業の財源確保が必要であることから，成果指標に設定した。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 令和3
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（ ）

（ ）

（ ）

財務諸表URL https://www.redhorse.co.jp/financial/

総計 千円 収支差 千円

その他 千円

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

団体全体の
収支状況
※不明

収入 支出

国からの財政支出金 千円

市町村からの財政支出金

千円 総計 千円

委託料・指定管理料 千円 その他

その他 千円

千円

補助金

千円 人件費 千円

事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

出資比率 ％ 職員

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体概要

平成26年6月に自治体・事業者への後方支援業務として「ふるさと納税支援事業」へ参入し,  現在では全国約
250自治体と契約している。
・従業員数　239人（正社員，嘱託職員，契約社員）　R4年4月現在
・事業内容　コンシューマー事業全般，地域産業支援及び活性化事業，ウェルネス事業，ギフト事業，エデュテ
インメント事業（eスポーツ）
・売上高　241億円（R3年12月期）

資本金 100,000 千円
役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB） 非常勤 うち

（出向／OB） 監事 うち
（出向／OB）

市出資金 千円 役員

総計 34,176 千円 総計 36,809 千円

千円

その他 千円 千円

千円 千円

委託料・指定管理料 34,176 千円 ワンストップ特例申請書受付業務 396

その他 千円

当該事業の
団体における

収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 返礼品代金 30,000

市町村からの財政支出金 34,176 千円 受領証明書発行業務 913 千円

千円

県からの財政支出金 千円 ふるさと納税サポートプラン 5,500 千円

千円

補助金

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 ふるさと納税推進事業 事業開始年度 平成20年度

団体名 レッドホースコーポレーション株式会社

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

令和３年度にふるさと納税業務委託事業者選定に係る公募型プロポーザルを実施し，令和３年４月９日選定委
員会を開催。６事業者から提案を受け，審査の結果，レッドホースコーポレーション㈱を優先契約交渉事業者と
して選定し，その後契約を締結。令和３年７月１日から事業開始。

平成23事業番号５ 令和４年度
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ふるさと納税に係る業務内容について 

 

 

直接実施 業務委託 

・寄附金の入金・出金管理（収入・支出） 

・返礼品を掲載するポータルサイト運営事業者・決済事業者と

の契約事務 

・返礼品事業者との交渉 

・寄附金活用事業の募集・選定 

・国へのふるさと納税制度指定のための申請 

・ポータルサイト管理（返礼品登録・整理，寄附者データ取込） 

 

・返礼品の開発・調達・発送（返礼品事業者の手続対応） 

・返礼品掲載ポータルサイトの運用・管理 

・寄附者データ管理・対応（コールセンター） 

・ワンストップ特例申請書の受付・管理 

・広告・宣伝方法の検討・実施 
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令和 3年度ふるさと納税充当実績【充当金額：25,845 千円】 

 

○地域経営推進事業（住民自治組織活動支援事業） 

・充当金額   10,000 千円 

・既存の支援制度等を一括化し，住民組織が使途を決定できる交付金 

 

○子どもの貧困対策（学び直し） 

 ・充当金額   0千円 

 ・ひとり親の高卒程度認定試験の合格をめざす講座の受講費用を支給 

 

○子どもの貧困対策（子ども食堂・子育て支援サロン） 

 ・充当金額   195 千円 

 ・子ども食堂の立ち上げに必要な備品類の購入補助 

   地域子育て支援サロンの運営に係る費の補助 

 

○子どもの貧困対策（小児インフルエンザ） 

・充当金額   427 千円 

・生活困難世帯の１５歳以下の子どもを対象にインフルエンザ予防接種費用 

（全額）の助成 

  0 歳以上 13 歳未満・・・2回の補助 

  13 歳以上 15 歳以下・・・1回の補助 

 

○郷土愛醸成事業（わが校自慢支援事業） 

・充当金額   3,227 千円 

・各小中学校が「一校一貢献」に取り組む際に，必要な備品購入の経費の支援 

 

○学習分析委託料（学ぶ力育成事業） 

・充当金額   10,000 千円 

・年 2回児童・生徒の学習環境分析を通して，児童・生徒の学力定着と教職員

の指導力向上を図る 

 

○街路樹再活用事業 

・充当金額   1,996 千円 

・伐採した街路樹を再活用した子ども向けのワークショップを開催 
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企業版ふるさと納税　寄附申出事業者一覧

№ 事業者名 寄附事業 寄附申出日 寄附申し込額 寄附入金日 受領証送付日 備考

1 株式会社　生産者直売のれん会 「広島空港隣接地を拠点とした「ＤＭＣ×地域商社」官民協働プロジェクト」 令和2年3月12日 1,000,000 令和2年4月30日 令和2年5月12日 平成31年度寄附

2 株式会社　シャロンテック 「広島空港隣接地を拠点とした「ＤＭＣ×地域商社」官民協働プロジェクト」 令和2年3月16日 3,000,000 令和2年6月19日 令和2年6月23日 令和2年度寄附

3 千代田興産株式会社 「企業誘致促進事業」 令和3年9月8日 200,000 令和3年9月22日 令和3年9月22日 令和3年度寄附

4 信金中央金庫 「若年層へのまち・ひと・しごとづくりによる市内定住・UIJターン推進プロジェクト」 令和3年12月24日 10,000,000 令和4年2月24日 令和4年3月1日 令和3年度寄附

5 伊藤忠エネクス株式会社 「企業誘致促進事業」 令和4年2月15日 1,000,000 令和4年3月15日 令和4年3月15日 令和3年度寄附
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